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泊
村
営
墓
地
に
眠
る

　

北
電
の
社
長
、
会
長
と
し
て
、
泊
原
発
を
建
設
・
稼
働
さ
せ
、
そ
の
後
は
北
海
道
経
済

連
合
会
（
道
経
連
）
会
長
を
務
め
る
な
ど
北
海
道
の
経
済
界
に
大
き
く
貢
献
し
た
戸
田
一

夫
氏
と
妻
の
連
名
の
墓
が
、
泊
原
発
を
望
む
村
営
墓
地
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
生
前
の
戸
田
氏
と
、
泊
村
幹
部
ら
と
の
交
流
を
物
語
る
証
左
と
も
い
え
る
。

墓
石
に
刻
ま
れ
た
戸
田
氏
は
、
稼
働
し
な
い
泊
原
発
と
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
北
海
道
に
ど

ん
な
解
決
策
を
授
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

戸
田
氏
が
２
０
０
６
年
10

月
21
日
に
肺
炎
で
死
去
し
て

か
ら
丸
14
年
。
泊
原
発
の
再

稼
働
が
依
然
と
し
て
見
通
せ

な
い
中
、
泊
村
の
古
老
か
ら

の
一
言
が
戸
田
氏
の
墓
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

 

「
原
発
が
動
か
ね
え
ん
だ
か

ら
、
墓
の
中
の
戸
田
さ
ん
も
、

さ
ぞ
悔
し
い
ん
で
ね
え
か

な
」

　

墓
と
は
？　

と
、
よ
く
聞

い
て
み
る
と
、
海
を
見
下
ろ

す
村
営
墓
地
の
中
に
あ
る
と

い
う
。
こ
れ
ま
で
、
何
度
も

泊
村
を
取
材
で
訪
れ
て
い
る

が
、
そ
ん
な
事
実
を
知
る
の

は
初
め
て
だ
っ
た
。
早
速
、

案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

た
。

　

泊
村
役
場
か
ら
車
で
10
分

ほ
ど
の
小
高
い
村
営
墓
地
の

一
番
海
側
に
、

〈
こ
よ
な
く　

愛
し
た　

こ

の
地
に　

戸
田
一
夫　

戸
田

愛
子　

眠
る
〉

　

と
黒
御
影
石
に
刻
ま
れ
て

い
る
。
死
去
後
２
年
ほ
ど
し

て
建
て
ら
れ
た
ら
し
い
。

　

道
経
連
の
第
４
代
会
長
と

し
て
１
９
９
４
年
か
ら
２
０

０
０
年
ま
で
道
内
経
済
の
ト

ッ
プ
の
座
に
就
い
て
い
た
。

　

１
９
９
６
年
に
北
海
道
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
創
造
研
究
会

を
設
立
。
２
０
０
１
年
か
ら

は
北
海
道
科
学
技
術
総
合
振

興
セ
ン
タ
ー
（
現
・
ノ
ー
ス

テ
ッ
ク
財
団
）
理
事
長
を
務

め
た
。

　

泊
村
と
の
関
わ
り
は
昭
和

40
年
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　

昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年

９
月
に
北
海
道
、
札
幌
通
商

産
業
局
、
北
電
の
３
者
に
よ

る
協
議
で
共
和
・
泊
地
区
が

原
発
建
設
予
定
地
に
決
定
さ

れ
て
か
ら
、
平
成
元
（
１
９

８
９
）
年
６
月
に
北
海
道
内

で
初
め
て
の
泊
原
発
１
号
機

が
営
業
運
転
を
開
始
す
る
ま

で
実
に
20
年
も
か
か
っ
た
。

　

そ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
反

対
運
動
が
起
き
、
共
和
・
泊

地
区
だ
け
で
な
く
岩
内
町
な

ど
原
発
に
隣
接
す
る
地
区
の

人
々
の
生
活
や
環
境
も
大
き

く
変
化
し
た
。

　

当
時
の
役
場
幹
部
や
漁
民

の
代
表
者
ら
と
直
接
交
渉
し

た
の
が
戸
田
氏
だ
っ
た
。

　

戸
田
氏
は
、
札
幌
市
出
身
。

札
幌
工
業
高
校
か
ら
東
京
工

業
大
学
に
進
み
、
戦
後
ま
も

な
く
の
１
９
４
７
年
に
北
電

の
前
身
で
あ
る
北
海
道
配
電

に
入
社
。
国
の
原
子
力
発
電

政
策
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

北
海
道
へ
の
原
発
建
設
を
模

索
し
た
。

　

１
９
７
７
年
に
北
電
の
原

子
力
部
門
担
当
常
務
、
泊
発

地
域
住
民
と
の

膝
詰
め
交
渉
も

在りし日の戸田一夫氏（2000 年頃本誌撮影）と泊村営墓地にある
戸田氏夫妻の墓、右上は泊原子力発電所（北電公式サイトより）

『戸田一夫』 の墓が
あ　
　の泊村に　あった!!
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